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照射スケジュールの連携法照射スケジュールの連携法

照射予定を照射予定を

1)HIS1)HISから発行、治療から発行、治療RISRISで受けるで受ける

オーダの流れが上から下へ一方向で統一的オーダの流れが上から下へ一方向で統一的
であるが、予定変更に際し、必ずであるが、予定変更に際し、必ずHISHISから操から操

作する必要がある作する必要がある

2)2)治療治療RISRISで発行、で発行、HISHISで受けるで受ける

照射予定は、治療照射予定は、治療RISRISから変更できると操作から変更できると操作

性は業務フローと合うが、オーダの流れが反性は業務フローと合うが、オーダの流れが反
対になる対になる



Enterprise Schedule Integration ProfileEnterprise Schedule Integration Profile
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Normal Process Flow Normal Process Flow 
Issue Order from OPIssue Order from OP

OPOPから放射線治療オーダが発行され、日々の照射から放射線治療オーダが発行され、日々の照射
に当たる子オーダがに当たる子オーダがTMSTMSから返される。照射ごとにから返される。照射ごとに
実施情報を実施情報をOPOPに返し、進捗を知らせるに返し、進捗を知らせる
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IHEIHE--RORO関連業務シナリオ関連業務シナリオ
IHE-RO Integration Profile

完結した業務シナリオ

A)Normal Treatment Planning-Simple
B)Multimodality Registration for Radiation 

Oncology
C)Treatment Delivery Workflow
日本提案：パブリックコメント受付中

Enterprise Schedule Integration Profile



標準規格を用いた一元的永続的保管
IHE-RO による提案

CT1 CT2

RTP1

RTP2 治療装置2

治療装置1

Ａｒｃｈｉｖｅを中心にデータをや
り取りすることで、混在も更新
も問題ない

RT Archive



放射線治療医ワークベンチ
１つの端末で、必要な情報がすべて得られ、オーダも出せる１つの端末で、必要な情報がすべて得られ、オーダも出せる

ログインも一回、各システムが連携し、患者は一斉に変わるログインも一回、各システムが連携し、患者は一斉に変わる

電子カルテ

治療RIS

治療計画

診断系PACS

患者同期

認証管理

すべて標準接続なら、好みの製品を組み合わせて利用できる

裏でどう動いているか忘れてよい



まとめまとめ

 日本では、病院情報システムが普及している日本では、病院情報システムが普及している

 病院情報システムと治療システムの連携が急務病院情報システムと治療システムの連携が急務

 施設ごと個別に解決していたが、標準案があれば施設ごと個別に解決していたが、標準案があれば

医療関係者もベンダーも取り組みやすい医療関係者もベンダーも取り組みやすい

 医療機器連携がうまくいくと、医療の効率、安全性、医療機器連携がうまくいくと、医療の効率、安全性、

経済性を高める経済性を高める

ESIESIのドキュメントのドキュメント

http://ihehttp://ihe--j.org/comments/radiationj.org/comments/radiation--oncology/index.htmloncology/index.html
IHEIHE--J_RO_TF_Volume_1_Supplement_for_Enterprise_Schedule_Integration_J_RO_TF_Volume_1_Supplement_for_Enterprise_Schedule_Integration_v0.1b.pdfv0.1b.pdf
IHEIHE--J_RO_Volume_2_Supplement_EnterpriseIntegrationScheduling_v0_7_jkJ_RO_Volume_2_Supplement_EnterpriseIntegrationScheduling_v0_7_jk_jw_b.pdf_jw_b.pdf


